
 

 

 

Eメール  u-nagasaki@ yuseiunionkyusyu.jp ホームページ http://www.yuseiunionkyusyu.jp 

郵政ユニオン長崎の 

ホームページはこちら☞ 

 

 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 

X
（
旧
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

  

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

私
た
ち
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
は

２
月
１
６
日
「
２
０
２
６
年

４
月
１
日
以
降
の
賃
金
引
上

げ
等
に
関
す
る
要
求
書
」
を

日
本
郵
政
に
手
渡
し
、
２
６

春
闘
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。 ２

６
春
闘
も
３
年
以
上
続

く
物
価
高
か
ら
生
活
を
守
る

た
め
、
物
価
高
を
上
回
る
大

幅
な
賃
上
げ
を
求
め
る
た
た

か
い
と
な
り
ま
す
。
３
月
１

８
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
集

中
回
答
日
に
向
け
た
情
勢
を

整
理
し
ま
す
。 

日
本
経
済
団
体
連
合
会

（
経
団
連
）
は
１
月
３
０
日
、

労
使
関
係
者
ら
に
よ
る
「
労

使
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
東
京
都 

内
で
開
き
、
２
０
２
６
年
春

闘
の
議
論
が
本
格
化
し
ま
し

た
。 経

団
連
の
筒
井
義
信
会
長

は
開
会
あ
い
さ
つ
で
経
営
側

の
春
闘
方
針
を
説
明
し
、
賃

上
げ
に
つ
い
て
「
コ
ス
ト
増

で
は
な
く
、
人
へ
の
投
資
だ

と
明
確
に
位
置
付
け
て
実
行

し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠

だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

一
方
、
連
合
の
芳
野
友
子

会
長
は
講
演
で
、
企
業
は
株

主
を
重
視
し
す
ぎ
て
い
る
と

指
摘
。
労
働
者
へ
の
公
正
な

分
配
も
含
め
社
会
全
体
の
考

え
方
を
変
え
、「
賃
金
と
物
価

の
好
循
環
を
巡
航
軌
道
に
乗

せ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
連

合
は
全
体
で
５
％
以
上
、
中

小
は
６
％
以
上
の
賃
上
げ
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
経
団
連
は
１
月
２
０

日
、
イ
ン
フ
レ
が
続
く
な
か
、

物
価
上
昇
率
を
上
回
る
賃
金

の
伸
び
が
「
社
会
的
に
求
め

ら
れ
て
い
る
」
と
明
記
。
基

本
給
を
底
上
げ
す
る
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
（
ベ
ア
）
実
施
の
検

討
を
「
賃
金
交
渉
に
お
け
る

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
と
し
て
位

置
づ
け
た
２
０
２
６
年
の
春

季
労
使
交
渉
（
春
闘
）
の
基

本
指
針
を
発
表
し
て
い
ま
す
。 

消
費
者
物
価
（
生
鮮
食
品

除
く
）
は
、
米
な
ど
の
食
料

品
価
格
上
昇
の
影
響
等
か
ら 

２
０
２
５
年
度
は
対
前
年
度

比
２
．
７
％
上
昇
。
２
０
２

５
年
１
２
月
の
全
国
の
消
費

者
物
価
指
数
（
総
合
）
も
前

年
同
月
比
２
．
１
％
上
昇
。

厚
生
労
働
省
が
２
月
９
日
に

公
表
し
た
２
０
２
５
年
１
２

月
分
毎
月
勤
労
統
計
調
査
速

報
に
よ
れ
ば
、
実
質
賃
金
は

同
０
．
１
％
減
で
１
２
か
月

連
続
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

労
使
は
物
価
上
昇
を
上
回

る
賃
上
げ
を
実
現
す
る
こ
と

で
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
い
る

と
も
言
え
ま
す
。
し
か
し
２

５
春
闘
で
５
％
を
超
え
る
過

去
最
高
水
準
の
引
き
上
げ
と

な
っ
て
も
、
実
質
賃
金
は
一

年
間
マ
イ
ナ
ス
続
き
。
物
価

高
を
上
回
る
賃
上
げ
の
獲
得

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

Ｊ
Ｐ
労
組
は
前
年
の
要
求

水
準
を
下
回
る
月
１
万
１
０

０
０
円
を
求
め
て
い
ま
す
が
、

こ
の
要
求
は
組
合
員
の
思
い

を
汲
ん
だ
も
の
で
し
ょ
う
か
。 

私
た
ち
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
は

『
物
価
高
騰
に
負
け
な
い
大

幅
賃
上
げ
を
』『
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
と
性
差
に
関
係
な
く
誰

も
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら

れ
る
職
場
』
を
め
ざ
し
て
、

大
き
な
三
つ
の
柱 

① 

郵
政
及
び
関
連
職
場 

 

で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
の

大
幅
賃
金
引
き
上
げ 

② 

非
正
規
労
働
者
の
均 

等
待
遇
と
正
社
員
化 

③ 

要
員
不
足
の
解
消
・
長

時
間
労
働
是
正
で
大
幅
増
員 

 

を
要
求
し
、
交
渉
を
行
っ
て

い
ま
す
。
回
答
指
定
日
は
３

月
１
７
日
、
要
求
項
目
は
表

の
と
お
り
で
す
。
諸
要
求
獲

得
に
向
け
皆
さ
ん
の
協
力
を

求
め
ま
す
。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙「みらい」 

ＮＯ．４６２５ 

`２６年２月２７日（金） 

℡･Fax 095-828-1953 

  文責 支部書記長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        

２６春闘要求（抜粋） 

・正社員の賃金31,000円以上引き上げること 

・短時間社員、短時間勤務社員の賃金16,000円以上引き上

げること 

・シニアスタッフ社員の基本給31,000円以上引き上げるこ  

 と 

・時給制契約社員の基本賃金 基本給の「地域別最賃プラス20

円」をプラス300円とすること 

・時給制契約社員の基本給を全国一律制とし、時給を 1,700

円以上にすること 

・物価高騰に伴う緊急措置として「特別手当」を支給すること 

・年間一時金を正社員4.6月、時給制契約社員は年間で1か

月の平均賃金の4.6月とすること 

・新規採用者の年次有給休暇を20日にすること 

・希望する非正規社員すべての正社員化と、公平・公正な選考

方式に見直すこと 

・スキル認定に際し、恣意的やあいまいな評価を行うことがな

いよう管理者・役職者に対する研修を徹底すること 

・一般職の基本給を地域基幹職１級と同等にすること 

・一般職から地域基幹職への転換要件を緩和すること 

・夏期冬期休暇各３日以上、生理休暇を特別休暇とし２日以上

付与すること 

・正社員の大幅増員で労働環境改善をすること 

・３６協定における特別条項を廃止すること 

・自動車、自転車及び自動二輪車での通勤者に、負担した駐車

場料金を支給すること 

https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E8%A6%81%E6%B1%82%E6%B0%B4%E6%BA%96&fr=link_kw_nws_direct&fr2=cid_ae20435c07fe17d71ce2a4915dc7503a5e98a71f
https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E8%A6%81%E6%B1%82%E6%B0%B4%E6%BA%96&fr=link_kw_nws_direct&fr2=cid_ae20435c07fe17d71ce2a4915dc7503a5e98a71f

